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訴える小澤理事長

政
策
部
長　

戸
井
逸
美

保
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

制
度
か
ら
医
療
機
関
等
に
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

た
。停

電
等
で
オ
ン
ラ
イ

停
電
等
で
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
が
不
可

ン
資
格
確
認
が
不
可

能
に
能
に

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
ロ
グ

イ
ン
す
る
に
は
、
マ
イ
ナ
カ

ー
ド
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が

必
要
と
な
る
が
、
災
害
で
停

電
・
通
信
不
通
と
な
っ
た
エ

リ
ア
で
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

は
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
電
柱
が
倒
壊
し
、
光
フ

ァ
イ
バ
ー
回
線
が
破
断
し
、

通
信
環
境
の
悪
化
で
無
線
通

信
も
困
難
・
繋
が
り
に
く
く

な
る
地
域
も
出
て
く
る
。
医

療
機
関
が
被
災
し
た
場
合
も

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
（
災

害
時
モ
ー
ド
）
に
よ
る
資
格

情
報
や
薬
剤
情
報
の
閲
覧
も

不
可
能
と
な
る
。

「
マ
イ
ナ
と
一
緒
に

「
マ
イ
ナ
と
一
緒
に

避
難
」
危
険
な
ミ
ス

避
難
」
危
険
な
ミ
ス

リ
ー
ド

リ
ー
ド

　

一
方
で
、
河
野
デ
ジ
タ
ル

相
は
１
月
24
日
の
記
者
会
見

で
「
災
害
時
に
は
マ
イ
ナ
カ

ー
ド
を
財
布
に
入
れ
て
一
緒

に
避
難
し
て
ほ
し
い
」
と
述

べ
た
こ
と
が
、
批
判
を
浴
び

る
結
果
と
な
っ
た
。

　

大
津
波
警
報
が
発
令
さ

れ
、
放
送
各
社
か
ら
も
「
と

に
か
く
逃
げ
て
く
だ
さ
い
」

と
連
呼
さ
れ
る
よ
う
な
状
況

で
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
タ
ン

ス
か
ら
引
っ
張
り
出
し
て
財

布
に
入
れ
て
逃
げ
よ
と
い
う

の
は
、
非
常
に
無
責
任
で
危

険
な
ミ
ス
リ
ー
ド
で
あ
る
。

能
登
地
震
で
は
家
屋
倒
壊
に

よ
る
死
者
が
多
く
発
生
し

た
。
発
災
直
後
の
一
瞬
の
判

断
が
生
死
を
分
け
た
こ
と
も

わ
か
っ
て
い
る
。
そ
の
一
瞬

の
迷
い
が
被
災
状
況
を
左
右

す
る
こ
と
に
な
る
。

４
情
報
等
と
は

４
情
報
等
と
は

　

４
情
報
等
と
は
、

①
氏

名
、
②
生
年
月
日
、
③
性

別
、
④
住
所
ま
た
は
保
険
者

名
を
指
す
。
こ
れ
ら
の
情
報

を
使
っ
て
新
シ
ス
テ
ム
で
検

索
す
れ
ば
必
ず
し
も
マ
イ
ナ

保
険
証
で
な
く
て
も
既
往

歴
、
薬
歴
な
ど
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
災
害
時
で
も
被

災
者
の
薬
歴
・
既
往
症
な
ど

の
情
報
は
、
各
保
険
者
か
ら

提
供
さ
れ
る
仕
組
み
が
確
立

さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
能
登

半
島
地
震
で
も
石
川
県
国

保
険
証
で
も
可
能
な
の
が
実

態
で
あ
り
、
こ
と
さ
ら
マ
イ

ナ
カ
ー
ド
で
な
い
と
で
き
な

い
か
の
よ
う
な
喧
伝
は
事
実

に
反
す
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
・
災
害
時
モ
ー
ド
や

救
急
時
医
療
情
報
閲
覧
（
２

０
２
４
年
10
月
開
始
予
定
）

な
ど
の
シ
ス
テ
ム
は
、
４
情

報
が
あ
れ
ば
利
用
で
き
る
こ

と
が
厚
労
省
の
説
明
資
料
で

も
明
示
さ
れ
て
い
る
。
４
情

報
等
を
備
え
る
現
在
の
保
険

証
で
十
分
、
医
療
情
報
や
薬

剤
情
報
等
の
デ
ー
タ
を
活
用

し
治
療
に
活
か
す
こ
と
は
可

能
な
の
で
あ
る
。

マ
イ
ナ
で
な
く
て
も

マ
イ
ナ
で
な
く
て
も

既
往
歴
、
薬
歴
の
治

既
往
歴
、
薬
歴
の
治

療
活
用
は
可
能

療
活
用
は
可
能

　

武
見
厚
労
相
は
４
月
９
日

の
記
者
会
見
で
、
マ
イ
ナ
保

険
証
が
救
急
対
応
の
質
の
改

善
に
役
立
つ
こ
と
、
震
災
で

避
難
者
の
基
礎
疾
患
や
薬
剤

・
治
療
履
歴
を
即
座
に
確
認

で
き
る
こ
と
な
ど
を
示
し
、

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
促
進

の
必
要
性
を
語
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
武
見
大
臣
が
マ
イ

ナ
保
険
証
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
強
調
し
て
い
る
も
の
は
、

マ
イ
ナ
保
険
証
で
な
く
健
康

現行の健康保険証を残す

ことが必要である意味を

戸井逸美政策部長が解説

する。

問題点保険証廃止をめぐる ⑤

保
険
証
で
対
応
で
き
る

　

厚
労
省
は
、
４
月
か
ら
の

レ
セ
プ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
請

求
原
則
義
務
化
に
伴
い
、「
紙

請
求
」
と
「
光
デ
ィ
ス
ク
等

を
用
い
た
請
求
」
の
具
体
的

な
取
り
扱
い
に
つ
い
て
通
知

し
た
。
紙
請
求
は
す
で
に
２

月
末
ま
で
に
猶
予
届
の
提
出

が
締
め
切
ら
れ
て
い
る
。

　

光
デ
ィ
ス
ク
等
を
用
い
た

請
求
（
以
下
、
Ｃ
Ｄ
請
求
）

は
10
月
以
降
も
Ｃ
Ｄ
請
求
を

継
続
す
る
場
合
は
８
月
31
日

ま
で
に
届
出
が
必
要
と
な

る
。
猶
予
届
は
１
年
更
新
で

あ
る
た
め
、
毎
年
提
出
が
必

要
と
な
る
。
届
出
を
す
れ

ば
、
今
ま
で
の
請
求
方
法
を

続
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
４

月
以
降
１
度
で
も
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
に
す
る
と
、
手
書
き

や
Ｃ
Ｄ
で
の
請
求
に
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

注
意
が
必
要
だ
。

　

今
回
は
、
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
な
ど

光
デ
ィ
ス
ク
等
に
よ
り
請
求

を
行
っ
て
お
り
、
10
月
以
降

も
そ
の
方
法
で
請
求
を
続
け

た
い
場
合
の
猶
予
届
の
提
出

方
法
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

１
．
猶
予
届
の

１
．
猶
予
届
の

　

対
象

　

対
象

　

３
月
ま
で
Ｃ
Ｄ
で
請
求
し

て
き
た
医
療
機
関
は
、
９
月

ま
で
は
同
様
の
請
求
が
可

能
。
９
月
ま
で
Ｃ
Ｄ
請
求

し
、
さ
ら
に
10
月
以
降
も
Ｃ

Ｄ
請
求
を
継
続
す
る
場
合

は
、
今
回
猶
予
届
を
提
出
す

べ
き
対
象
医
療
機
関
と
な

る
。

　

大
阪
の
歯
科
医
院
は
社
会

保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
の

調
査
で
、
２
０
２
４
年
４
月

末
時
点
で
36
・
６
％
が
Ｃ
Ｄ

請
求
し
て
い
る
と
示
さ
れ
て

い
る
。
約
４
割
近
い
歯
科
医

療
機
関
が
対
象
と
な
る
。
猶

予
届
の
対
象
と
な
る
先
生
方

に
は
お
忘
れ
な
く
提
出
い
た

だ
き
た
い
。

２
．
提
出
方
法

２
．
提
出
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
あ
る
い

は
郵
送
で
提
出
す
る
。

（
１
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

は
、「
医
療
機
関
等
向
け
総

合
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
か
ら

届
出
を
行
う
。

「
猶
予
届
出
兼
移
行
計
画
の

提
出
は
こ
ち
ら
」⇒

（
２
）
郵
送
は
、
厚
労
省
の

「
光
デ
ィ
ス
ク
等
を
用
い
た

請
求
に
係
る
猶
予
届
出
書
兼

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
へ
の
移
行

計
画
書
（
様
式
第
１
号
）」

を
記
入
し
、
大
阪
府
国
保
連

合
会
と
社
会
保
険
診
療
報
酬

支
払
基
金
（
東
京
）
へ
郵
送

す
る
。

※
「
光
デ
ィ
ス
ク
等
を
用
い

た
請
求
に
係
る
猶
予
届
出
書

兼
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
へ
の
移

行

計

画

書
（

様

式

第

１

号
）
」
は
厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
取
り
出
せ
ま
す
。

様
式
第
１
号
が
取
り
出
せ
な

い
先
生
は
、
協
会
・
政
策
部

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
２
部
お
送
り
し
ま
す
。

（
協
会
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
06
‐
６
５

６
８
‐
７
７
３
１
）

「
様
式
第
１
号
」
は
こ
ち
ら⇒

（
書
き
方
に
つ
い
て
は
２
面

に
詳
細
）

猶予届は８月31日までに提出を
レセプトCD請求の先生方へ

約４割の
先生が　
対象です

６
月
８
日
「
保
険
証
残
せ
」
街
頭
宣
伝

マ
イ
ナ
で
な
く
て
も
受
診
可
能

　

協
会
は
６
月
８
日
、
理
事

会
前
に
近
鉄
難
波
ビ
ル
前
で

街
頭
宣
伝
に
取
り
組
ん
だ
。

小
澤
力
理
事
長
、
戸
井
逸

美
、
矢
部
あ
づ
さ
各
副
理
事

長
、
杉
本
叡
理
事
な
ど
役
員

と
事
務
局
が
参
加
し
た
。

　

政
府
は
12
月
２
日
に
現
行

の
保
険
証
廃
止
方
針
を
進
め

る
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が

仮
に
実
施
さ
れ
る
と
し
て
も

大
阪
府
内
の
市
町
村
国
保
で

は
毎
年
10
月
に
健
康
保
険
証

が
更
新
さ
れ
て
お
り
、
今
年

も
10
月
に
発
行
さ
れ
た
国
保

証
は
１
年
有
効
だ
。
そ
の
他

の
協
会
け
ん
ぽ
な
ど
の
社
会

保
険
に
お
い
て
も
、
12
月
の

保
険
証
廃
止
後
も
１
年
以
内

の
有
効
期
間
が
あ
る
と
さ
れ

る
。
ま
た
政
府
は
マ
イ
ナ
保

険
証
を
所
持
し
な
い
人
に
は

初
回
は
申
請
な
し
で
資
格
確

認
書
を
交
付
す
る
と
し
て
お

り
、
12
月
２
日
を
も
っ
て
マ

イ
ナ
保
険
証
で
な
い
と
受
診

で
き
な
い
か
の
よ
う
な
情
報

が
広
が
っ
て
い
る
の
は
誤
り

だ
。
政
府
が
あ
ま
り
に
マ
イ

ナ
保
険
証
を
推
進
す
る
姿
勢

が
強
い
た
め
、
国
民
の
不
安

が
大
き
く
な
っ
て
お
り
誤
解

も
生
ま
れ
て
い
る
の
が
実
態

で
あ
る
。

　

２
日
前
の
国
会
議
員
要
請

で
は
、
宮
本
岳
志
衆
議
院
議

員
（
共
産
）
か
ら
「
マ
イ
ナ

保
険
証
を
急
い
で
所
持
し
な

い
と
受
診
で
き
な
く
な
る
か

の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
国
民

も
多
い
よ
う
だ
」
と
の
報
告

も
あ
っ
た
。

　

街
頭
宣
伝
で
は
、
小
澤
理

事
長
と
戸
井
副
理
事
長
が
、

国
民
の
声
で
保
険
証
残
せ
の

機
運
が
着
実
に
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
、
あ
わ
て
て
マ
イ
ナ

保
険
証
に
切
り
替
え
な
く
て

も
受
診
は
可
能
で
あ
る
こ
と

な
ど
を
訴
え
た
。
署
名
入
り

の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

受
け
取
っ
た
府
民
か
ら
は
、

「
薬
局
な
ど
で
マ
イ
ナ
保
険

証
を
促
進
し
て
い
る
と
感
じ

る
。
持
っ
て
い
な
い
と
薬
を

も
ら
え
な
い
の
で
は
な
い

か
、
な
ど
と
不
安
に
な
る
」

な
ど
と
語
る
声
も
寄
せ
ら
れ

た
。

　

経
済
財
政
諮

問
会
議
は
、
医

療
保
険
の
民
間

参
入
を
推
進
す

る
提
言
を
し
て
い
る
。
政
府

は
医
療
費
の
削
減
に
躍
起
に

な
っ
て
お
り
、
民
間
企
業
は

医
療
保
険
分
野
に
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
を
見
出
し
て
い
る

為
、
政
府
と
企
業
の
利
害
は

一
致
し
て
い
る
。
マ
イ
ナ
保

険
証
か
ら
得
ら
れ
る
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
を
使
い
保
険
商
品
を

提
供
す
れ
ば
錬
金
術
と
な

る
。

　

一
方
マ
イ
ナ
保
険
証
の
更

新
忘
れ
な
ど
で
無
保
険
者
が

増
え
る
と
国
民
皆
保
険
の
屋

台
骨
が
揺
ら
ぐ
。
マ
イ
ナ
保

険
証
普
及
は
企
業
に
と
っ
て

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
取
得
と
公
的

保
険
潰
し
の
一
石
二
鳥
と
言

え
る
。
国
民
皆
保
険
制
度
が

衰
退
す
る
と
、
経
済
格
差
が

医
療
格
差
に
直
結
す
る
。
保

険
外
併
用
療
養
費
制
度
の
拡

大
に
よ
り
治
療
範
囲
が
制
限

さ
れ
た
り
、
病
歴
に
よ
っ
て

保
険
料
に
差
を
つ
け
ら
れ
る

事
も
考
え
ら
れ
る
。
大
多
数

の
国
民
が
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
の

餌
食
と
な
り
適
正
な
医
療
が

提
供
さ
れ
な
い
事
態
に
も
な

り
か
ね
な
い
。

　

我
々
医
療
人
と
し
て
、
公

平
な
医
療
提
供
体
制
を
確
保

す
る
た
め
に
、
国
民
皆
保
険

制
度
を
守
る
必
要
が
あ
る
。

 

（
Ｎ
）

　保険請求のご相談や年金・
休業保障制度のお問い合わせ
は直通番号をご利用ください。
社保研究部 06-6568-7467
共　済　部 06-6568-7438

協会直通番号のご案内

社保研究部長　平尾　清司

《４情報等》
①氏名
②生年月日
③性別
④ 住所 または 保険者名称（資格確認書等情
報による検索も可能）


